
両
親
、
兄
姉
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
一
年
以
上
過

ぎ
て
も
帰
っ
て
来
な
い
し
、
全
然
便
り
も
無
い
の
で
、
も
う
戦

死
を
し
た
と
思
っ
て
時
々
陰
膳
を
供
え
な
が
ら
、
万
が
一
に
も

生
き
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
の
だ
と
、
両
親
に
聞

か
さ
れ
た
。

戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
起
こ
さ
せ
な
い
。

大
勢
の
尊
い
、
若
人
の
命
を
奪
い
取
る
の
で
あ
る
。

「
特
幹
譜
」

そ
の
純
粋
な
る
魂
の
軌
跡
　 

東
京
都
　
平
野
康
夫
　 

国
家
が
総
力
を
結
集
し
て
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
る

時
、
こ
の
国
に
所
属
す
る
男
も
女
も
ひ
と
し
く
こ
れ
に
協
力
す

る
か
、
或
い
は
献
身
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
至
極
当
然
の
事
で

あ
る
。

そ
れ
が
戦
争
で
あ
り
、
他
国
を
や
っ
つ
け
る
と
い
う
目
標
で

あ
る
な
ら
ば
、
男
は
、
欣
喜
雀
躍
と
し
て
武
器
を
執
る
。
聖
戦

か
、
侵
略
か
な
ど
考
え
る
余
裕
が
あ
る
訳
は
な
い
。
こ
れ
が
自

然
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
手
っ
取
り
早
い
参
加
の
形
が
「
志

願
」
で
あ
る
。

「
わ
が
胸
の
燃
ゆ
る
思
い
に
く
ら
ぶ
れ
ば
煙
は
う
す
し
桜

じ
ま
山
」
幕
末
の
勤
皇
の
僧
月
照
は
、
こ
う
詠
ん
で
錦
江
湾
に

入
水
し
た
。
地
下
に
巨
大
な
マ
グ
マ
を
貯
え
た
桜
島
は
、
時
に

噴
煙
を
あ
げ
て
爆
発
す
る
。
元
来
「
志
願
」
と
い
う
燃
ゆ
る
思

い
は
参
加
行
動
の
典
型
で
あ
っ
て
、
行
動
は
勇
、
思
考
は
純
、

や
や
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
の
傾
向
を
伴
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
に
呼
応
し
た
。

情
報
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
十
五
日
朝
刊
の

新
聞
報
道
か
ら
知
り
得
た
。

―
毎
日
新
聞
紙
面
か
ら
抜
粋
―

陸
軍
に
「
特
別
幹
候
制
」
生
ま
る

青
少
年
か
ら
優
秀
下
士

入
隊
後
一
年
半
で
伍
長
に



苛
烈
な
戦
局
の
要
請
と
青
少
年
の
愛
国
の
情
熱
に
応
え
、
陸

軍
で
は
特
別
幹
部
候
補
生
制
度
を
新
設
、
決
戦
場
の
中
堅
戦
士

と
な
る
べ
き
優
秀
下
士
官
を
大
量
補
充
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

十
五
日
付
官
報
で
関
係
勅
令
、
省
令
及
び
召
集
告
示
が
公
布
さ

れ
た
。

こ
の
制
度
は
少
年
兵
よ
り
も
更
に
学
力
の
高
い
中
学
三
年
程

度
の
者
か
ら
選
抜
し
て
特
別
幹
部
候
補
生
に
採
用
し
、
軍
隊
ま

た
は
学
校
で
一
年
六
カ
月
教
育
し
た
の
ち
、
現
役
下
士
官
と
す

る
。志

願
資
格
は
採
用
の
年
の
三
月
三
十
一
日
に
、
満
十
五
歳
以

上
二
十
歳
未
満
で
、
別
に
学
歴
を
問
わ
ず
、
独
学
で
も
夜
学
で

も
中
等
学
校
三
年
程
度
の
学
力
の
あ
る
者
な
ら
志
願
で
き
る
。

特
別
幹
部
候
補
生
に
採
用
さ
れ
た
者
は
、
入
隊
後
直
ち
に
一

等
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
カ
月
後
に
上
等
兵
、
更
に
六
カ
月
で
兵

長
に
進
級
、
採
用
後
一
年
半
で
現
役
伍
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、

中
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
特
殊
の
技
能
を
修
得
し
た
者
で
技

能
特
に
優
秀
な
者
は
最
初
か
ら
軍
曹
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

特
別
幹
部
候
補
生
か
ら
下
士
官
に
な
っ
た
者
は
採
用
の
日
か

ら
二
年
間
は
現
役
で
、
そ
の
後
は
予
備
役
と
な
る
が
、
本
人
の

希
望
に
よ
り
引
続
き
現
役
に
服
す
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
現
役

将
校
を
希
望
す
る
者
は
、
特
別
幹
部
候
補
生
の
間
、
ま
た
は
下

士
官
に
な
っ
た
後
で
も
陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
入
学
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
一
定
の
階
級
に
進
ん
で
か
ら
少

尉
候
補
者
の
試
験
を
受
け
て
将
校
と
な
る
途
が
開
か
れ
て
い

る
。
採
用
す
る
兵
種
は
飛
行
兵
、
船
舶
兵
、
通
信
兵
、
兵
技

兵
、
航
技
兵
で
あ
る
が
、
来
年
四
月
、
さ
し
あ
た
り
採
用
す
る

の
は
、
飛
行
兵
と
船
舶
兵
の
二
兵
種
と
な
っ
て
い
る
。

飛
行
兵
の
中
に
は
操
縦
、
通
信
、
整
備
の
分
科
が
あ
り
、
船

舶
兵
の
中
に
は
、
船
舶
工
兵
、
通
信
、
整
備
、
特
殊
艇
要
員
の

分
科
が
あ
る
が
、
現
戦
局
で
は
空
と
海
の
要
員
は
最
も
重
視
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
奮
っ
て
多
数
志
願
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
。

こ
れ
よ
り
少
し
前
、
昭
和
十
八
年
六
月
、
総
理
兼
陸
相
東
條

大
将
は
、
航
空
を
超
重
点
と
す
る
軍
備
再
構
築
を
指
令
し
た
。

南
太
平
洋
戦
域
の
苦
戦
と
、
航
空
の
戦
略
価
値
を
認
識
し
た
結

果
で
あ
る
。



一
国
の
首
相
で
、
し
か
も
陸
軍
大
臣
が
、
戦
争
開
始
一
年
七

カ
月
も
経
っ
て
、
こ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
の
は
驚
き
だ
が
、

当
時
の
現
状
は
こ
ん
な
具
合
だ
っ
た
。

陸
軍
の
保
有
飛
行
機
は
、
可
動
機
六
千
、
練
習
機
一
千
、
昭

和
十
八
年
末
ま
で
の
生
産
予
定
の
う
ち
陸
軍
へ
の
割
当
て
は
三

千
機
で
あ
っ
た
。
一
方
操
縦
者
の
数
は
、
錬
度
甲
・
乙
・
丙
全

部
で
お
よ
そ
六
千
五
百
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
初
頭
ま
で
の
飛
行
機
生
産
予
想
は
二
万
二
千
機

で
こ
れ
を
陸
海
軍
に
割
り
振
る
の
で
あ
る
。

問
題
が
あ
っ
た
。

ま
ず
ガ
ソ
リ
ン
。
操
縦
者
養
成
の
た
め
の
教
員
と
施
設
。
そ

し
て
養
成
員
の
資
質
問
題
な
ど
。

現
状
に
お
い
て
陸
軍
の
操
縦
者
養
成
は
「
航
空
士
官
学
校
」

「
少
年
飛
行
兵
」「
教
育
飛
行
隊
及
び
錬
成
隊
」
が
あ
り
、
更
に

こ
の
年
十
月
第
一
期
生
が
入
校
し
た
「
特
別
操
縦
見
習
士
官
」

制
度
が
あ
る
。
こ
の
特
別
操
縦
見
習
士
官
は
大
学
・
高
専
・
師

範
校
の
在
校
、
卒
業
生
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
の
約
六

倍
の
応
募
が
あ
り
関
係
者
を
喜
ば
せ
た
。
こ
の
制
度
は
見
習
士

官
と
し
て
入
隊
し
一
年
間
の
訓
練
を
経
て
少
尉
に
任
官
す
る
と

い
う
も
の
で
、
即
戦
力
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
海
軍
で
は

類
似
の
「
飛
行
科
予
備
学
生
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

陸
軍
の
養
成
人
員
ひ
っ
く
る
め
て
も
ま
だ
足
り
な
い
。
何
し

ろ
大
消
耗
戦
に
入
っ
て
久
し
い
か
ら
、
前
線
か
ら
は
矢
の
催
促

で
あ
り
、
何
と
し
て
も
即
戦
力
が
欲
し
い
。
民
間
の
航
空
機
乗

員
養
成
機
関
か
ら
引
き
抜
い
た
り
す
る
が
ま
だ
足
り
な
い
。
こ

れ
ら
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
海
軍
予
科
練
の
向
こ
う
を
張
っ

て
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
の
誕
生
を
み
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
男
子
校
だ
っ
た
中
学
在
校
生
の
う
ち
、
四
、
五
年
生

が
約
十
五
万
人
ほ
ど
い
る
。
そ
れ
に
加
え
卒
業
し
た
者
や
独
学

者
の
中
か
ら
、
概
ね
昭
和
二
十
年
二
月
ま
で
に
養
成
す
べ
き
者

を
、
操
縦
四
千
人
、
通
信
五
千
人
、
整
備
五
千
人
、
船
舶
四
千

人
と
は
じ
い
た
。

昭
和
十
九
年
に
入
る
と
、
そ
の
推
進
の
た
め
朝
日
新
聞
社
主

催
で
「
進
め
！
　
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
（
海
軍
立
体
機
動
演

習
見
学
会
）

」
が
企
画
さ
れ
、
各
中
等
学
校
か
ら
校
長
、
生
徒

代
表
一
人
が
参
加
、
広
島
宇
品
港
を
中
心
に
演
習
を
見
学
し



た
。
参
加
人
員
は
二
千
六
百
人
で
あ
る
。
帰
校
後
参
加
し
た
生

徒
を
中
心
に
報
告
会
が
行
わ
れ
、
多
数
の
志
願
者
が
あ
っ
た
と

い
う
。

路
線
は
敷
か
れ
た
。

あ
の
時
期
、
つ
ま
り
負
け
い
く
さ
で
坂
道
を
こ
ろ
げ
落
ち
る

よ
う
な
焦
燥
の
中
で
日
本
人
は
一
体
何
を
考
え
た
の
か
。
詳
し

い
本
当
の
戦
況
は
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
を
敏
感
に
反

応
す
る
の
は
人
間
の
本
能
と
い
っ
て
い
い
。
雨
の
神
宮
外
苑
で

数
万
人
に
及
ぶ
学
徒
壮
行
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
も

見
学
者
も
写
真
で
見
る
限
り
そ
の
表
情
は
暗
い
。

そ
の
暗
さ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
一
群
の
軍
国
少
年
が
「
特

幹
」
の
志
願
票
を
手
に
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
て
我
々
は
昭
和
十
九
年
四
月
五
日
、
水
戸
市
郊
外
の

陸
軍
航
空
通
信
学
校
長
岡
教
育
隊
の
営
門
を
く
ぐ
っ
た
。
い
が

栗
頭
に
学
生
服
、
手
に
手
に
ト
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
少
年
達
の
表

情
は
奇
妙
な
明
る
さ
と
期
待
感
に
■
れ
て
い
た
。
厳
し
い
悲
惨

さ
を
伴
う
戦
争
の
実
態
を
知
ら
な
い
我
々
の
、
軍
人
と
し
て
残

さ
れ
た
時
間
は
こ
の
あ
と
一
年
五
カ
月
し
か
無
か
っ
た
が
、
は

ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
若
い
力
で
訓
練
と
学
科
に
励
ん
で
い
る
。

や
り
場
の
な
い
は
け
口
を
、
と
も
か
く
も
軍
と
い
う
国
家
そ
の

も
の
の
集
団
の
中
に
身
を
置
く
と
い
う
安
堵
感
が
あ
る
。
私
に

は
同
期
生
や
上
官
た
ち
の
人
柄
の
観
察
に
大
い
に
興
味
を
も
っ

て
眺
め
る
余
裕
が
あ
り
、
各
人
の
発
散
す
る
温
度
差
や
人
間
性

に
新
た
な
目
を
開
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
期
生
の
中
で
も
年
齢
差
が
あ
る
。
学
歴
差
も
あ
る
。
彼
ら

は
お
し
な
べ
て
優
秀
で
あ
っ
た
。
入
試
の
採
用
率
は
五
倍
と
も

六
倍
と
も
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
や
は
り
採
用
側
か
ら
み
れ
ば

「
と
っ
て
お
き
」
の
第
一
期
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
あ
の
と
き
、
正
直
言
っ
て
心
が
痛
ん
だ
よ
。
何
し
ろ
一
番

早
い
仕
上
が
り
の
兵
は
、
最
年
少
十
五
歳
で
戦
場
に
立
つ
ん
だ

か
ら
な
、
俺
の
息
子
も
特
幹
だ
っ
た
が
ね
、
陸
士
を
志
望
し

と
っ
た
ん
だ
が
、
あ
と
三
年
も
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
と
言
っ

て
ね
」

戦
後
に
な
っ
て
聞
か
さ
れ
た
老
士
官
の
呟
き
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
十
月
一
日
、
上
等
兵
に
進
級
し
た
。
校
外
で
の

通
信
演
習
等
も
多
く
な
り
、
我
々
の
仕
上
が
り
は
昭
和
十
九
年



十
二
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。

学
校
長
・
田
中
友
道
少
将
か
ら
卒
業
証
書
が
授
け
ら
れ
、
第

一
線
配
属
を
待
つ
身
と
な
っ
た
。
そ
し
て
早
く
も
転
属
し
て
い

っ
た
者
も
い
る
中
で
、
年
明
け
早
々
か
ら
戦
死
者
も
出
始
め

た
。特

攻
隊
員
も
い
る
。

第
四
十
五
振
武
隊
員
を
拝
命
し
た
第
十
中
隊
の
陸
軍
航
空
総

監
賞
受
賞
者
坂
恒
夫
伍
長
は
、
特
攻
訓
練
中
、
松
戸
飛
行
場
に

お
い
て
殉
職
し
た
。
後
日
操
縦
者
の
中
田
少
尉
の
胸
に
抱
か
れ

た
遺
骨
が
、
沖
縄
西
方
海
域
に
突
入
散
華
し
て
い
る
。
第
十
中

隊
は
機
上
無
線
要
員
の
教
育
中
隊
で
、
中
隊
出
身
者
の
中
か
ら

十
二
人
の
戦
死
者
（
特
攻
を
含
む
）
を
出
し
た
。

元
来
、
航
空
通
信
と
い
う
兵
科
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
電
鍵
を

握
り
「
ト
ト
ツ
ー
」
を
や
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
大
違
い

だ
っ
た
。
適
性
検
査
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
で
あ

り
、
全
体
の
一
割
程
度
し
か
採
用
さ
れ
な
い
。
大
部
分
は
地
上

に
い
て
無
線
機
を
動
か
し
空
中
と
交
信
し
た
り
、
暗
号
や
情
報

を
と
っ
た
り
、
無
線
機
の
整
備
に
服
務
し
た
。

坂
伍
長
を
書
い
た
の
で
特
攻
に
触
れ
て
み
た
い
。
こ
れ
は
戦

争
体
験
者
に
と
っ
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
命
題
な
の
で
あ
る
。

坂
伍
長
が
我
々
の
教
育
隊
か
ら
た
だ
一
人
特
攻
隊
員
に
指
名

さ
れ
た
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
学
校
幹
部
の
思
い
が
あ
っ
た
。

「
栄
誉
あ
る
最
初
の
特
攻
隊
員
を
拝
命
す
る
者
は
、
当
校
の

最
優
秀
候
補
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

も
う
一
つ
の
光
景
を
つ
づ
る
。
海
軍
特
攻
の
創
設
者
と
な
っ

た
大
西
瀧
治
郎
中
将
は
、
比
島
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
基
地
で
特
攻
を

発
令
し
、
二
〇
一
空
の
玉
井
中
佐
に
人
選
を
命
じ
た
と
き
、
指

揮
官
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
発
言
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
我
々
の
母
校
、
海
軍
兵
学
校
出
身
以
外
の
者
を
、
死
に
赴

か
せ
る
第
一
号
に
す
る
訳
に
は
ゆ
く
ま
い
」
そ
れ
に
続
い
て

「
後
世
ま
で
も
語
り
伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
光
栄
あ
る
最
初
の

特
攻
隊
長
を
、
兵
学
校
出
以
外
の
者
に
や
ら
せ
た
く
な
い
」

特
攻
と
は
飛
行
機
の
胴
体
に
爆
弾
を
く
く
り
つ
け
、
時
に
は

片
道
燃
料
で
飛
ん
で
行
き
敵
航
空
母
艦
に
体
当
た
り
す
る
飛
行

隊
の
事
を
い
う
。
愛
国
の
精
神
に
燃
え
旺
盛
な
敢
闘
精
神
を

持
っ
た
隊
員
は
、
数
あ
る
中
か
ら
選
ば
れ
た
喜
び
に
■
れ
、
キ

ラ
キ
ラ
と
眼
を
輝
か
せ
莞
爾
と
し
た
笑
み
を
残
し
て
出
撃
し



た
。生

と
永
遠
に
決
別
す
る
死
で
し
か
任
務
を
達
成
で
き
な
い
。

特
攻
隊
員
た
ち
の
心
情
を
思
う
時
、
い
つ
も
私
は
目
頭
が
熱
く

な
る
の
を
禁
じ
得
な
い
。

水
野
芳
衛
大
尉
（
飛
行
第
五
十
四
戦
隊
所
属
、
戦
後
航
空
自

衛
隊
操
縦
教
官
）
の
述
懐
。

「
勇
躍
志
願
し
た
者
も
、
志
願
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人

も
、
生
き
て
帰
っ
て
く
る
事
の
で
き
な
い
特
攻
と
い
う
行
為

に
、
皆
苦
し
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
出
撃
す
る
大

勢
の
特
攻
隊
員
を
目
に
し
、
直
援
（
直
接
援
護
）
の
た
め
一
緒

に
飛
び
立
ち
も
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
彼
ら
の
顔
が
、
晴
れ
晴

れ
と
明
る
か
っ
た
の
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
死
に
自

己
を
直
面
さ
せ
る
、
そ
こ
ま
で
己
を
持
っ
て
い
た
彼
ら
の
気
持

ち
を
考
え
ま
す
と
…
…
」

自
分
の
所
属
す
る
集
団
の
決
定
し
た
目
標
に
自
己
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
と
結
合
で
き
た
と
い
う
無
限
の

満
足
感
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
自
己
犠
牲
を
含
む
一

切
の
運
命
を
ゆ
だ
ね
て
も
悔
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
集
団
我
れ
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
。

特
幹
の
資
格
の
ま
ま
飛
行
戦
隊
に
転
属
し
た
私
は
、
身
近
に

特
攻
隊
員
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
彼
ら
は
出
撃
命
令
の

下
る
の
を
待
つ
い
わ
ゆ
る
待
機
特
攻
隊
員
で
あ
る
。
普
通
の
若

者
で
あ
っ
た
。
親
思
い
で
人
間
形
成
途
中
に
あ
る
隊
員
は
、
特

攻
に
よ
っ
て
生
と
死
の
ア
ポ
リ
ア
に
つ
い
て
、
無
理
や
り
結
論

を
迫
ら
れ
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。
早
春
の
田
圃
道
を
歩
く
す
ず
や

か
な
瞳
を
も
つ
乙
女
を
見
て
■
を
ぬ
ら
し
、
広
島
に
新
型
爆
弾

が
落
ち
た
と
聞
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
の
安
否
を
心
配
す
る
優
し

さ
が
あ
っ
た
。「
諸
士
は
生
き
な
が
ら
に
し
て
既
に
神
で
あ
る
」

と
、
壮
途
を
送
る
司
令
官
は
こ
う
言
っ
て
激
励
し
た
。

特
攻
は
空
中
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
海
面
を
走
る
舟
艇
に
爆

雷
を
積
み
、
時
速
二
十
ノ
ッ
ト
で
敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
水
上

特
攻
隊
員
の
殆
ど
が
特
別
幹
部
候
補
生
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
特
幹
志
願
票
の
志
望
兵
科
欄
の
船
舶
兵
と
い
う
上
に

○
印
を
付
け
た
。
そ
し
て
小
豆
島
で
訓
練
中
に
海
上
挺
進
戦
隊

と
い
う
名
の
特
攻
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
全
長
五
、
六
メ
ー
ト
ル

の
耐
水
の
ベ
ニ
ア
板
製
の
ボ
ー
ト
に
自
動
車
用
の
エ
ン
ジ
ン



（
六
十
馬
力
）
を
つ
け
た
だ
け
の
兵
器
で
特
攻
自
爆
と
は
！

彼
ら
は
比
島
と
沖
縄
の
海
岸
洞
窟
か
ら
出
撃
し
た
が
、
後
年

の
記
録
を
見
て
も
戦
果
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
飛
行
機

の
十
分
の
一
の
速
度
で
白
波
を
け
た
て
て
敵
艦
に
発
見
さ
れ
ず

に
攻
撃
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

弱
者
の
特
攻
と
言
わ
れ
た
こ
の
戦
隊
で
、
第
一
期
特
幹
生
千

九
百
二
十
人
中
、
戦
死
者
は
千
百
三
十
八
人
に
の
ぼ
っ
た
。
実

に
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
未
成
年
兵
の
戦
死
率
と
し
て
は
こ
れ
ほ

ど
の
例
は
ほ
か
に
な
い
。

航
空
通
信
学
校
、
尾
上
教
育
隊
出
身
の
特
幹
一
期
生
湯
村
泰

伍
長
（
の
ち
特
攻
少
尉
）
は
、
出
撃
す
る
特
別
攻
撃
隊
「
誠
七

一
飛
行
隊
」
を
八
魂
飛
行
場
で
見
送
り
し
て
い
る
と
き
、
搭
乗

隊
員
の
通
信
手
が
急
な
腹
痛
を
起
こ
し
た
。
咄
嵯
の
身
代
わ
り

を
買
っ
て
出
た
彼
は
、
レ
シ
ー
バ
ー
を
借
り
さ
っ
さ
と
機
内
に

入
っ
た
。「
ト
ク
カ
ン
イ
ッ
キ
ユ
ム
ラ
タ
イ
　
イ
マ
ヨ
リ
ト
ツ

ニ
ウ
」
の
電
文
を
送
り
沖
縄
洋
上
に
散
華
し
た
。
彼
は
も
と
も

と
対
空
無
線
隊
員
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
特
幹
生

の
気
質
が
よ
く
出
て
い
て
見
事
と
思
う
。

私
は
水
戸
の
教
育
隊
か
ら
第
五
十
一
教
育
飛
行
団
長
隷
下
の

飛
行
第
百
七
戦
隊
第
一
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
四
月

兵
長
に
進
級
し
た
。

部
隊
は
浜
松
市
の
北
方
台
地
に
あ
た
る
古
戦
場
跡
の
三
方
ヶ

原
飛
行
場
に
あ
っ
た
の
で
、
水
戸
駅
か
ら
東
京
の
焼
野
原
を
通

り
、
空
襲
の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
丸
二
日
が
か
り
で
着
任
し
た

の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
に
新
設
さ
れ
た
戦
隊
で
、
双
発
の
新
鋭
爆

撃
機
キ
ー
六
七
飛
竜
を
改
造
し
た
キ
ー
一
〇
九
で
、
最
後
尾
の

機
関
砲
以
外
の
火
器
を
全
部
取
り
外
し
て
、
機
首
に
八
八
式
七

二
ミ
リ
高
射
砲
を
装
備
し
て
Ｂ29

激
撃
機
と
し
、
乗
員
も
九
人

か
ら
五
人
に
減
ら
し
て
「
飛
竜
改
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

因
み
に
昭
和
十
九
年
十
月
東
京
空
襲
の
際
、
邀
撃
に
出
動
し

た
が
、
高
空
性
能
が
不
足
の
た
め
有
効
射
程
に
接
近
で
き
ず
、

成
果
は
ひ
と
つ
も
無
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

西
に
浜
名
湖
を
望
む
三
方
ヶ
原
飛
行
場
は
、
陸
軍
爆
撃
隊
発

祥
の
地
と
言
わ
れ
、
陸
軍
航
空
の
重
要
基
地
で
あ
っ
た
。
空
襲

も
日
に
日
に
激
し
く
な
り
、
戦
隊
は
人
的
物
的
損
害
を
避
け
る

た
め
福
井
県
三
国
飛
行
場
を
逃
避
先
に
利
用
し
た
り
し
て
い
た



が
、
我
が
第
一
中
隊
に
は
新
任
務
が
与
え
ら
れ
、
昭
和
二
十
年

六
月
初
旬
に
南
朝
鮮
大
邱
飛
行
場
に
移
駐
し
、
朝
鮮
海
峡
の
■

戒
と
船
団
護
衛
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
を
迎
え
夏
の
太
陽
は
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
き
、
滑
走
路
か
ら

は
陽
炎
が
ゆ
ら
め
く
某
日
、
済
州
島
方
面
の
■
戒
の
任
に
当

た
っ
た
第
一
中
隊
和
田
機
は
、
不
運
に
も
木
浦
沖
上
空
で
敵
米

軍
Ｐ
Ｂ
４
Ｙ
■
戒
爆
撃
機
と
遭
遇
、
機
銃
六
基
の
敵
機
に
叶
う

は
ず
も
無
く
「
モ
ノ
ポ
オ
キ
　
コ
ウ
セ
ン
チ
ュ
ウ
　
コ
ウ
セ
ン

チ
ュ
ウ
」
の
ヒ
ラ
打
ち
電
文
を
発
し
消
息
を
断
っ
て
し
ま
っ

た
。こ

の
戦
隊
に
転
属
し
て
以
来
、
無
二
の
戦
友
と
な
っ
た
半
島

出
身
の
野
村
伍
長
が
通
信
士
と
し
て
搭
乗
し
て
い
た
が
、
電
鍵

を
握
り
「
自
爆
」
の
約
束
で
あ
る
ツ
ー
音
を
発
し
た
ま
ま
海
中

に
没
し
て
し
ま
う
の
か
、
私
は
無
意
識
の
な
か
で
基
地
無
線
室

の
電
鍵
を
と
っ
て
呼
び
か
け
た
「
電
文
送
れ
　
サ
ラ
、
サ
ラ
、

サ
ラ
（
更
に
送
れ
）

」

。
し
か
し
何
の
反
応
も
な
く
、
キ
ー
一
〇

九
和
田
機
は
機
長
以
下
五
人
と
と
も
に
未
帰
還
機
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

八
月
上
旬
、
中
隊
は
再
び
作
命
に
よ
っ
て
平
壌
飛
行
場
に
移

動
し
た
。
そ
し
て
数
日
後
ア
ッ
！
と
驚
く
事
実
が
発
生
し
た
。

日
ソ
不
可
侵
条
約
を
破
っ
て
、
ソ
連
軍
が
満
州
・
朝
鮮
の
国
境

を
越
え
て
侵
攻
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
精
強
を
誇
っ
た
関
東
軍

も
、
そ
し
て
朝
鮮
軍
も
弱
体
化
し
て
い
て
、
ソ
連
軍
は
破
竹
の

勢
い
で
進
撃
中
で
あ
る
と
い
う
。
平
松
中
隊
長
以
下
隊
員
一
同

に
緊
張
が
走
っ
た
。
平
壌
飛
行
場
か
ら
離
陸
し
て
い
く
戦
闘
機

を
見
送
り
な
が
ら
、
我
々
の
中
隊
に
も
何
れ
出
撃
命
令
が
出
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

切
迫
し
た
状
況
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
間
断
な
く
乱
れ
飛
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
我
が
隊
が
出
撃
す
る

と
な
れ
ば
ソ
連
軍
の
軍
事
施
設
か
集
結
地
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ウ

ラ
ジ
オ
か
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
あ
た
り
と
推
測
で
き
る
。
保
有
機
は

五
機
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
可
動
機
は
三
機
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
日
は
何
事
も
な
く
日
が
暮
れ
て
待
機
終
了
、
解
散
し
た
。

そ
し
て
一
週
間
、
今
日
出
る
か
、
明
日
出
る
か
と
、
出
撃
命

令
の
出
な
い
ま
ま
八
月
十
五
日
を
迎
え
、
終
戦
の
大
詔
が
発
せ

ら
れ
た
。
玉
音
放
送
は
途
切
れ
途
切
れ
で
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

が
、
敗
戦
と
分
か
り
名
状
し
難
い
混
乱
の
渦
と
な
り
部
隊
は
重

苦
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
夜
宿
舎
に
し
て
い
る
平
壌



師
範
学
校
の
塀
の
外
は
朝
鮮
人
の
過
激
分
子
に
よ
っ
て
取
り
囲

ま
れ
た
。
宿
舎
の
雑
役
と
し
て
働
い
て
い
る
朝
鮮
人
雇
員
の
顔

つ
き
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
平
壌
市
内
で
不
穏
の
動
き
が
報

告
さ
れ
た
。

我
々
は
拳
銃
に
実
弾
を
込
め
、
軽
機
関
銃
を
運
び
込
ん
だ
。

窓
か
ら
見
る
と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
人
が
か
た
ま
っ
て
塀
の
中

を
窺
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
重
く
腰
に
下
げ
た
拳
銃
を
握
り

締
め
な
が
ら
、
塀
に
添
っ
て
巡
回
を
繰
り
返
し
、
何
と
か
無
事

に
夜
明
け
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
十
六
日
、
寝
不
足
の
眼
を
こ
す
り
な
が
ら
書
類
焼
却
が
始

ま
っ
た
。
大
事
な
乱
数
表
（
暗
号
書
）
を
点
検
し
な
が
ら
火
中

に
放
り
込
む
。
め
ら
め
ら
と
燃
え
る
炎
を
見
な
が
ら
、
戦
争
は

終
わ
っ
た
。
帝
国
軍
人
と
し
て
、
下
士
官
の
卵
と
し
て
、
死
に

お
く
れ
た
う
し
ろ
め
た
さ
、
鍛
え
ら
れ
た
軍
人
魂
も
特
幹
魂

も
、
何
も
か
も
発
揮
す
る
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
異
境
の
地

で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
と
思
っ
た
。

昼
頃
、「
朝
鮮
に
住
居
、
身
寄
り
の
あ
る
者
で
希
望
す
る
者

は
除
隊
を
許
可
す
る
。
ま
た
半
島
出
身
者
は
直
ち
に
装
具
を
返

納
し
て
帰
郷
準
備
す
べ
し
」
と
中
隊
本
部
か
ら
示
達
が
あ
っ
て

中
隊
中
が
ざ
わ
め
い
た
。
私
は
朝
鮮
に
身
寄
り
が
あ
っ
た
。
京

城
（
現
ソ
ウ
ル
）
に
兄
一
家
が
教
師
を
し
て
お
り
、
ま
た
祖
母

の
妹
に
あ
た
る
親
類
も
京
城
近
く
に
住
ん
で
い
る
。
希
望
す
れ

ば
直
ぐ
に
除
隊
で
き
る
。
し
か
し
私
は
な
ぜ
か
除
隊
し
た
く
な

か
っ
た
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
中
隊
と
共
に
行

動
し
た
か
っ
た
の
で
、
平
松
隊
長
に
直
訴
し
て
許
可
を
得
た
。

た
だ
し
「
出
撃
す
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
」「
は
い
！
」
の
条
件
付

き
で
あ
っ
た
。

翌
八
月
十
七
日
、
我
が
戦
隊
は
派
遣
中
隊
で
あ
っ
た
た
め
、

原
隊
復
帰
の
命
令
が
出
て
原
隊
の
基
地
で
あ
る
群
馬
県
新
田
飛

行
場
へ
帰
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
中
隊
平
松
隊
は
可
動
三
機
の
重
い
高
射
砲
を
そ
れ
ぞ
れ

取
り
外
し
、
身
軽
に
な
っ
た
キ
ー
一
〇
九
に
隊
長
以
下
六
十
余

人
が
分
乗
、
夕
刻
五
時
三
十
分
、
平
壌
飛
行
場
を
離
陸
し
、
空

路
二
千
キ
ロ
、
海
軍
の
小
松
基
地
を
目
指
し
て
飛
翔
、
翌
十
八

日
無
事
新
田
飛
行
場
に
着
陸
、
帰
国
で
き
た
の
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
平
壌
飛
行
場
で
終
戦
を
迎
え
な
が
ら
捕
虜
に
な
る

こ
と
も
無
く
帰
国
し
復
員
で
き
た
こ
と
は
、
平
松
隊
長
の
勇
断



と
機
微
の
計
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ

る
が
、
私
自
身
を
顧
み
て
純
粋
な
特
幹
魂
を
信
念
に
し
て
戦
隊

と
運
命
を
共
に
す
る
と
潔
く
申
し
出
た
所
以
の
賜
物
と
確
信
し

て
い
る
。




